
市民活動を支援するため

を派遣します！

市民活動・地域活動を促進し、地域課題の解決を図るため、市民活動団体の活動に助言
等を行うアドバイザーを派遣します

市民活動支援アドバイザー派遣とは？

制度の概要

〇地域課題の解決を図る具体的な非営利の活動が対象です
〇約２時間を目安に、助言してほしい内容に沿った講座・座学・ワークショップなどを実施しま
す。アドバイザーによって内容は変わります。

（例）Zoom等を利用して、高齢者の交流事業を始めたいが、具体的な方法を教えて欲しい。
※パソコンソフトの使い方だけでは対象となりません

（例）チラシを作るので、若い人から直接意見を聞きたい。
※アドバイザーの指定する資料等は団体側の準備となります

〇フォローアップとして実施後２か月以内に２回程度、派遣されたアドバイザーに、追加の質問
や相談を行うことができます

〇派遣期間は、令和４年４月１日～令和５年２月１５日です。

市民活動支援アドバイザー

１０団体限定

分野 内容 アドバイザー

ＩＣＴ ZoomなどのICTを活用した地域活動 杉本 倫典(竜之口学区電子町内会)

ＩＣＴ 支援者拡大のためのマーケティング・データ活用 奥田 修平（認定NPO法人ポケットサポート）

地域
活性化

さまざまな組織と共に地域で活動する上での付き合い
方やポイント

美咲 美佐子（ＮＰＯ法人岡山市子どもセンター）

地域
活性化

地域の特性（人・物・環境など）を活用して、地域を

元気にする活動について学ぶ
藤原 基勝（高野尻村をつくる会）

地域
活性化

マンション暮らしとコミュニティ、高経年化・高齢
化に負けないマンション管理とコミュニティ活性

加藤 典保((一社)日本マンション管理士会連合会)

情報発信 効果的な広報・プレゼンテーションのポイント
井口 陽平
（NPO法人若者応援コミュニティとりのす）

情報発信
イベント、パンフレット作成、イベントの実施にあた
り、大学生から直接意見をもらう
※講座等は実施しません

ノートルダム清心女子大学学生（ノートルダム清心
女子大学地域連携・SDGs推進センター）

福祉 地域と社会福祉法人が繋がる地域活動の始め方 前田 泰史（社会福祉法人報恩積善会）

福祉 地域の困りごとの把握方法と支え合い活動の始め方
柿崎 由秀（平島健康福祉委員会）
難波 徳行（とみやま助け合い隊）

ＥＳＤ ＥＳＤ活動の導入 池田 満之(岡山市京山地区ESD･SDGs推進協議会)

アドバイザー 一覧 ※アドバイザーは都合により変更する場合があります



【提出先・お問い合わせ先】

住所：700-8544 岡山市北区大供１丁目１番１号
ＥＳＤ・市民協働推進センター（岡山市市民協働企画総務課内）

連絡先：Tel 086-803-1062 / FAX 086-803-1872
受付時間：平日8:30～17:15（土日祝除く）
メールアドレス：esd-smc@googlegroups.com

以下の書類を郵送または持参でご提出ください

１．市民活動支援アドバイザー派遣申請書（様式第１号）

２．団体概要書（様式第２号）

３．その他必要と認めるもの
※申請用紙は「つながる協働ひろば」でダウンロードできます

申請書類・提出先

令和４年４月１日～
令和５年１月３１日

岡山市内に活動拠点を置く非営利の市民活動団体であり、令和４年４月１日時点
で次の①または②を満たす団体

①「岡山ＥＳＤプロジェクト」参加団体、または「つながる協働ひろば・団体

検索サイト」に登録している市民活動団体
②１年以上継続して活動している市民活動団体
注）民間企業、政治団体、宗教団体等は対象外といたします

対象となる団体

ＥＳＤ・市民協働推
進センターに派遣内
容の相談

相談内容を基にアド
バイザー、内容、日
程を調整

講義、座学、ワーク
ショップ等を開催

追加の質問・相談で
活動をフォロー

申請手続き

※相談内容やアドバイザーの都合等により必ず派遣されるものではありませんので、ご了承ください

申請からアドバイザーを派遣するまでの流れは以下のとおりです

【申請期間】

事前相談 派遣調整 派遣 質問・相談

令和３年度活動事例の紹介

依頼元：NPO法人消費者ネットおかやま 依頼先：ノートルダム清心女子大学
内容：若者に『消費者月間講演会』へ参加してもらうため、テーマネーミング、プログラム、

チラシ作成、広報のアドバイスが欲しい旨の依頼があった

ノートルダム清心女子大学 新しい発見や学びの多い場でした。
消費者問題を身近に感じ、自分の
“消費者としての意識”を見つめ直
す機会にもなりました。

NPO法人消費者ネットおかやま

「消費者問題」「消費者トラブル」といったワード
が大学生になじみがない実態がわかるなど、率直な
意見を聞くことができました。
また、若者に対する宣伝方法としてSNSの具体的

な活用方法のアドバイスをもらい、大変参考になり
ました。


